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文
書
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一
九
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咨
覆
で
あ
る
。
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）

貴
司
の
咨　

〔
一
九
一―

一
九
〕
。
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琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
福
建
布
政
使
司
あ
て
、
八
重
山
漂
着
の

中
国
人
苦
力
の
護
送
に
つ
い
て
通
知
す
る
旨
の
咨
文

（
咸
豊
二
《
一
八
五
二
》
、
八
、
三
）

　

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）
、
咨
を
請
う
事
の
為
に
す
。

　

照
ら
し
得
た
る
に
、
咸
豊
二
年
三
月
二
十
三
日
、
本
国
属
島
の
八
重
山
地

方
官
の
報
に
拠
る
に
称
す
ら
く
「
咸
豊
二
年
二
月
十
九
日
、
𠸄
国
船
隻
、
本

島
の
崎
枝
の
洋
面
に
漂
到
す
る
有
り
。
走
り
て
暗
礁
に
上
り
、
正
に
危
急
に

在
れ
ば
、
該
𠸄
夷
、
即
ち
に
搭
駕
せ
る
中
国
人
三
百
八
十
名
・
𠸄
人
一
名
を

将
て
上
岸
せ
し
む
。
翌
朝
、
船
纔
か
に
潮
に
随
い
て
礁
を
下
る
。
二
十
三
日

に
至
り
て
上
岸
の
人
等
を
捨
て
置
き
開
洋
し
て
去
れ
り
。

　

詢
い
た
る
と
こ
ろ
、
難
人
蔡
祥
慶
等
の
口
称
に
拠
る
に
、
慶
等
は
福
建
省

泉
州
府
の
同
安
県
・
晋
江
県
・
南
安
県
・
恵
安
県
・
安
渓
県
、
汀
州
府

の
龍
江
県
、
漳
州
府
の
龍
渓
県
等
の
処
の
人
民
に
係
る
。
𠸄
国
に
往
き
て

生
理
を
為
さ
ん
と
し
て
該
船
に
搭
駕
す
。
咸
豊
二
年
二
月
初
一
日
、
厦
門

に
在
り
て
開
船
し
、
洋
に
在
り
て
風
に
遭
い
貴
島
に
漂
到
す
。
礁
に
上
り
て

危
険
な
れ
ば
、
慶
等
、
上
岸
し
て
其
の
礁
を
下
る
を
候
つ
。
乃
る
に
𠸄
夷
、

慶
等
三
百
八
十
名
併
び
に
𠸄
人
一
名
を
将
て
島
に
置
き
て
開
去
せ
り
。
船
を

撥
し
て
護
送
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
懇
求
す
、
等
の
語
あ
り
。
即
ち
に
例
に
照
ら

し
て
館
に
発
り
て
安
頓
せ
し
め
、
食
を
給
し
て
養
贍
せ
り
。
該
難
人
の
内
、

一
十
名
は
先
後
し
て
病
故
し
た
れ
ば
、
倶
に
経
に
棺
を
給
し
て
埋
葬
す
」
等

の
由
あ
り
て
前
来
す
。

　

随
即
に
聖
祖
仁
皇
帝
の
諭
旨
を
欽
遵
し
、
将
に
船
を
撥
し
て
該
難
人
等
を

護
送
し
て
閩
に
到
ら
し
め
ん
と
す
。
詎
ら
ざ
る
も
、
四
月
二
十
日
に
于
て
、

又
、
該
地
方
官
の
報
に
拠
る
に
称
す
ら
く
「
三
月
十
六
・
十
八
等
の
日
、
𠸄

船
二
隻
、
先
後
し
て
島
に
到
る
有
り
。
随
い
で
来
歴
を
訪
ね
た
る
に
言
語
通

ぜ
ず
。
内
に
通
事
一
名
有
り
。
姓
は
羅
、
名
は
元
祐
、
即
ち
福
建
海
澄
県
の

人
な
り
。
称
に
拠
る
に
、
該
難
人
等
は
前
月
、
𠸄
船
に
搭
駕
し
て
往
き
て
金

山
に
到
ら
ん
と
す
る
の
時
、
洋
に
在
り
て
船
主
・
水
梢
共
に
六
名
を
兇
殺
せ

り
。
是
を
以
て
厦
門
に
駐
箚
す
る
𠸄
官
は
、
船
二
隻
を
遣
わ
し
て
島
に
到
り

て
拿
獲
し
て
罪
を
問
わ
ん
と
す
、
等
の
語
あ
り
。
即
ち
に
𠸄
人
四
十
余
名
、

兵
器
を
携
帯
し
上
岸
し
て
査
拿
す
る
有
り
。
当
に
経
に
該
難
人
等
、
情
を
講

じ
て
𠸄
夷
に
附
従
す
る
者
一
十
八
名
、
擒
獲
せ
ら
る
る
者
五
名
、
鳥
鎗
に

中
り
て
斃
る
る
者
三
名
、
縊
死
す
る
者
二
名
あ
り
。
其
の
余
は
山
中
に
竄
躱

し
拿
捕
す
る
を
得
ず
。

　

該
通
事
羅
元
祐
、
本
官
に
告
げ
て
、
該
難
人
等
は
共
に
是
れ
奸
邪
の
匪

徒
な
れ
ば
、
必
ず
再
た
来
た
り
て
捕
獲
せ
ん
と
す
、
と
云
う
。
乃
ち
獲
ら
え

た
る
所
の
二
十
五
名
併
び
に
𠸄
人
一
名
を
将
て
両
隻
に
派
載
し
、
二
十
三
日

に
于
て
連
䑸
し
て
開
去
せ
り
。
該
の
山
中
に
竄
躱
せ
る
者
は
仍
ち
旧
館
に
来

た
り
て
居
住
す
。



　

本
官
、
即
ち
に
𠸄
夷
、
何
の
縁
故
有
り
て
此
の
如
く
騒
擾
せ
る
や
と
問
う

に
、
答
え
て
云
う
。
前
月
、
洋
に
在
る
の
時
、
𠸄
夷
、
我
が
同
輩
の
病
を
患

う
者
二
人
を
将
て
海
中
に
抛
棄
し
た
れ
ば
、
我
等
三
、
四
十
人
、
忽
然
と
し

て
怒
り
を
発
し
船
主
・
水
梢
共
に
六
名
を
打
殺
せ
り
。
是
の
時
、
我
が
同
輩

五
名
も
亦
た
𠸄
夷
に
打
殺
せ
ら
る
。
今
、
𠸄
夷
、
専
ら
此
の
事
の
為
に
島
に

来
た
り
て
騒
擾
す
、
等
の
語
あ
り
。

　

嗣
い
で
四
月
初
四
日
に
于
て
、
又
、
𠸄
船
一
隻
、
島
に
到
り
て
五
十
七

名
を
拿
獲
す
る
有
り
。
其
の
余
は
山
中
に
竄
躱
し
拿
獲
す
る
を
得
ず
。
該
通

事
、
告
ぐ
る
に
再
た
来
た
り
て
拿
尽
せ
ん
と
す
る
を
以
て
す
。
乃
ち
獲
ら
え

た
る
所
の
五
十
七
名
を
将
て
原
船
に
載
せ
、
十
二
日
に
于
て
開
去
せ
り
。
該

の
竄
躱
せ
る
者
は
即
ち
に
山
中
よ
り
館
に
回
り
て
居
住
す
。
内
、
一
十
三
名

は
先
後
し
て
病
故
し
、
一
名
は
縊
死
し
た
れ
ば
、
倶
に
経
に
棺
を
給
し
て
埋

葬
せ
り
。
附
従
す
る
者
一
十
八
名
、
擒
獲
せ
ら
る
る
者
六
十
二
名
、
併
び
に

接
取
せ
る
𠸄
人
一
名
、
鳥
鎗
に
中
り
て
斃
る
る
者
三
名
、
縊
死
せ
る
者
三

名
、
前
後
し
て
病
故
せ
る
者
二
十
三
名
を
除
く
の
外
、
現
に
在
る
の
二
百
七

十
一
名
は
旧
に
仍
っ
て
収
養
せ
り
」
等
の
由
あ
り
て
前
来
す
。

　

査
す
る
に
、
該
難
人
等
は
実
に
天
朝
の
民
に
係
る
。
今
、
遠
く
海
島
に
在

り
て
郷
を
離
れ
る
こ
と
日
久
し
け
れ
ば
、
誠
に
憐
れ
む
べ
き
に
属
す
。
本
よ

り
応
に
早
き
に
及
ん
で
解
送
し
て
閩
に
到
ら
し
む
べ
し
。
但
だ
𠸄
夷
、
其
の

洋
に
在
り
て
𠸄
国
の
船
主
・
水
梢
等
を
打
殺
せ
ら
る
る
に
因
り
、
怒
り
を
含

み
て
怨
み
を
蓄
え
、
屢
々
経
に
船
を
遣
わ
し
島
に
到
り
、
或
い
は
之
を
擒
ら

え
、
或
い
は
之
を
殺
し
、
其
の
山
中
に
竄
躱
す
る
者
は
、
告
ぐ
る
に
重
ね
て

来
た
り
て
拿
尽
せ
ん
と
す
る
を
以
て
す
。

　

且
つ
顧
う
に
、
𠸄
夷
の
兇
暴
な
る
こ
と
非
常
に
し
て
、
伯
徳
令
の
国
に
留

ま
り
て
よ
り
以
来
、
船
隻
往
来
し
、
常
に
隙
を
窺
い
事
を
滋
さ
ん
と
す
る
の

意
有
り
。
若
し
苟
且
に
船
を
撥
し
該
難
人
等
を
護
送
し
て
閩
に
到
ら
し
む
れ

ば
、
𠸄
夷
、
重
ね
て
来
た
る
の
と
き
、
其
の
命
に
違
う
を
以
て
怒
り
を
発
し

罪
を
加
え
て
禍
害
の
国
家
に
及
ぶ
を
深
く
恐
る
。
現
今
、
飭
し
て
衣
食
を
給

与
し
、
意
を
加
え
て
撫
恤
し
て
、
護
送
の
挙
を
将
て
暫
く
停
止
を
行
わ
し

む
。
統
べ
て
貴
司
、
情
に
拠
り
て
撫督

両
院
に
転
詳
し
、
妥
為
く
査
辦
せ
し

め
、
敝
国
を
し
て
該
難
人
を
護
送
し
て
以
て
事
無
き
を
得
さ
し
め
ん
こ
と
を

祈
る
。
理
と
し
て
合
に
咨
も
て
請
う
べ
し
。
此
れ
が
為
に
備
に
貴
司
に
咨

す
。
請
煩
わ
く
は
査
照
し
て
施
行
せ
し
を
賜
覆
さ
れ
た
し
。

須
ら
く
咨
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

計
開
す
。

一
、
現
に
在
る
の
難
人
二
百
七
十
一
名

福
建
省
泉
州
府
同
安
県
人

曽
欽　

王
波　

林
本　

李
湿　

陳
意　

陳
合　

林
丁　

林
得　

林
来

洪
計　

廖
来
言　
　

呉
存　
　

李
园　
　

王
寛　
　

林
水　

徐
吉　

巌
元

蔡
鑾　

黄
成　

許
樹　

呉
海　

郭
信　

許
両　

林
荳　

黄
宙　

方
車

王
発　

陳
吉　

孫
味　

陳
木　

趙
忠　

陳
大　

呉
烈　

梁
乞　

蔡
賢

林
教　

張
宰　

盧
忠　

許
好　

荘
勇　

王
所　

陳
到　

王
慶　

李
挙

王
入　

王
瑶　

王
才　

林
木　

盧
発　

陳
甲　

呉
順　

孫
鑿　

陳
河

呉
貴　

黄
車　

陳
園　

邱
樹　

呂
偕　

葉
遠　

劉
枰　

何
福　

陳
賢



蔡
採　

陳
註　

郭
有　

洪
老　

陳
出　

蘓
輦　

蘓
蛇　

蔡
大　

許
端

李
万　

呉
河　

陳
立　

邵
小　

林
添　

王
成　

劉
欽　

林
倉　

郭
茂

李
皁　

鄭
徳
成　

陳
故

泉
州
府
晋
江
県
人

蔡
浮　

郭
従　

呉
路　

洪
包　

呉
天　

李
近　

安
約　

王
塔　

林
風

陳
知　

王
銭　

林
遠　

洪
進　

蔡
益　

胡
花　

顔
退　

林
什　

洪
才

林
向　

呉
胡　

謝
長　

盧
紅　

張
才　

王
故　

施
保　

蔡
有　

陳
炎

劉
旦　

張
遇　

陳
朗　

呉
海　

呉
集　

李
弐　

顔
闘　

張
束　

陳
哖

王
茅
　
丁
春
来
　
　許
水
　
　王
鏡
　
　董
耳
　
　陳
明
　
景
遠
　
長
生

陳
帝
　
張
明
　
張
江
　
黄
瑞
　
黄
　〓

（
ワ
＋
日
木
）

王
堂　

姜
尾　

李
蛋　

呉
安

許
樑　

陳
昌　

呉
荐　

曽
興　

鄭
年　

張
敬　

黄
自　

許
好　

林
周

黄
振　

処
栄　

柯
器　

柯
渓　

陳
丕　

荘
智　

荘
抵　

劉
悪　

李
到

潘
捷　

陳
行　

呉
𢭩　

荘
成　
　

王
瑞　
　

林
欉　
　

王
恕　
　

黄
春
山

陳
圭　

黄
道　

施
変　

黄
利　

施
敬　

許
益　

李
桃　

曽
麻　

施
在

呉
怍

泉
州
府
南
安
県
人

　

黄
有　

呉
江　

卓
竹　

呉
禁　

陳
来　

呉
呈　

林
才　

李
坊　

呉
壮

　

呉
孔　

卓
煆　

頼
沢　

呉
達　
　

蔡
伯
禄　
　

洪
螺　
　

黄
文　
　

程
狡

　

王
致　

呉
士　

許
六　

盧
前　

卓
現　

蔡
江　

卓
義　

彭
能　

林
福

　

林
占　

黄
闖　

卓
研　

呂
白　

李
岏　

李
闖　

伝
春　

呂
元　

陳
買

　

李
鑾　

蔡
福　

石
黨　

連
已　

胡
朝　

蔡
星　

陳
狡　

王
七　

黄
摻

　

劉
坡　

呉
早　

王
海　

陳
〓
（
保
＋
衣
）

洪
騫　

禇
送　

葉
送

泉
州
府
安
渓
県
人

　

李
寄　

陳
翁　

曽
栄　

林
約

泉
州
府
恵
安
県
人

　

黄
日　

鄭
成　

柯
機　

陳
魁　

陳
歮　

林
味　

黄
陀　

鄭
終

漳
州
府
龍
渓
県
人

　

許
興　

蘓
財　

林
王　

王
平　

黄
成　

陳
追　

楊
非　

黄
義　

欧
埔

　

呉
杞　

黄
有　

呉
文
良　
　

帝
棋　
　

林
忠　
　

黄
喜　
　

蔡
松　

黄
切

　

林
合　

李
経　

林
渓　

陳
取　

張
正
明　

郭
好　
　

楊
東　
　

陳
両
宜

　

王
成　

高
六　

陳
進　

黄
安　

李
淫　

王
井　

周
守　

村
団　

盧
発

　

頼
生

汀
州
府
龍
江
県
人

　

蘇
章

一
、
先
後
し
て
病
故
せ
る
者
二
十
三
名

泉
州
府
晋
江
県
人

　

謝
格　

呉
慶
雲　

黄
啓　

蘓
日　

陳
錦　

陳
強　

陳
賜　

杞
器

泉
州
府
南
安
県
人

　

桌
秉　

呉
鏡　

呉
黨

漳
州
府
龍
渓
県
人

　

許
嘆　

荘
忠　

石
和　

陳
河　

李
発　

曽
燕

泉
州
府
同
安
県
人

　

黄
文　

黄
鑽　

李
狡　

鄭
合　

郭
向　

李
搶

一
、
𠸄
夷
に
附
従
せ
る
者
一
十
八
名
な
り
。
拿
獲
せ
ら
る
る
者
六
十
二
名
、



併
び
に
接
取
の
𠸄
人
一
名
、
鳥
鎗
に
中
り
て
斃
る
る
者
三
名
、
縊
死
せ

る
者
三
名
、
共
計
す
る
に
八
十
七
名
な
り
。
該
島
の
地
方
官
、
其
の
姓

名
を
難
人
に
問
う
に
、
僉
云
う
、
我
等
は
山
中
に
竄
躱
せ
る
に
因
り
、

縊
死
せ
る
蔡
安
一
名
を
除
く
の
外
、
誰
ぞ
附
従
し
誰
ぞ
拿
獲
せ
ら
れ
誰

ぞ
鳥
鎗
に
中
り
て
斃
れ
、
誰
ぞ
縊
し
て
死
す
る
や
を
知
ら
ず
。
乃
ち
原

報
に
照
ら
し
て
概
そ
姓
名
を
開
し
、
後
に
以
て
考
査
に
憑
ら
し
む
。

泉
州
府
同
安
県
人

周
於　

林
昌　

陳
広　

陳
粧　

荘
金　

陳
楽　

王
星　

葉
祥　

陳
税

董
品　

葉
上　

顔
琴　

蔡
帝　
　

王
漏　
　

李
炎　
　

許
易　
　

蔡
祥
慶

陳
来　

荘
挙　

宋
貴　

林
昌　

蔡
安

泉
州
府
晋
江
県
人

黄
黨　

李
儎　

孫
沙　

柯
仁　

金
九　

林
敬　

謝
丕　

楊
前　

唐
民

黄
坐　

陳
魚　

高
宗　

王
祥　

薛
星　

王
賜　

林
文　

蔡
埔　

邱
全

陳
鏡　

温
田　

河
旦　

陳
故　

王
子　

方
浸　

林
明　

林
福　

林
搶

黄
宜

泉
州
府
南
安
県
人

陳
合　

李
毋　

福
安　

庄
智　
　

葉
異
孝　
　

洪
菁　

黄
機　

黄
可

卓
桃　

黄
昏

漳
州
府
龍
渓
県
人

方
浸　

洪
来　

珠
包　

許
添　

陳
文　

柯
盛　

汪
海　

欧
慵　

陳
虎

衛
採　

王
濶　

王
平　

林
栄　

施
和　

鄭
池　

康
罵　

魏
取　

鄭
田

王
狡　

黄
漢　

林
景
春　

珠
燦

泉
州
府
恵
安
県
人

李
福

泉
州
府
安
渓
県
人

陳
戦　

李
渓　

老
万

𠸄
人
一
名

右
、
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
咨
す

咸
豊
二
年
（
一
八
五
二
）
八
月
初
三
日

注
＊
こ
の
文
書
は
ロ
バ
ー
ト
・
バ
ウ
ン
号
事
件
の
関
連
文
書
で
あ
る
。
本
文
書
に
対

　

す
る
福
建
布
政
使
司
の
咨
覆
は
〔
一
九
三―

一
〇
〕
で
あ
る
が
、
人
名
リ
ス
ト
は

　
〔
一
九
三―

一
〇
〕
に
は
な
い
。

　

（1

）

𠸄
国　

英
国
に
対
す
る
呼
称
。

　

（2

）

崎
枝
の
洋
面　

石
垣
島
北
西
部
に
位
置
す
る
崎
枝
半
島
沖
の
こ
と
。
崎
洋
、

　

崎
枝
洋
と
も
い
う
。

　

（3

）

開
洋　

開
は
離
れ
る
。
岸
を
離
れ
て
海
洋
へ
出
る
。
出
航
す
る
。

　

（4

）

蔡
祥
慶　

泉
州
府
同
安
県
人
。

　

（5

）

泉
州
府　

福
建
省
泉
州
府
。
現
在
は
泉
州
市
。
福
建
東
南
部
に
位
置
す

　

る
。
道
光
期
に
は
晋
江
県
等
五
県
と
厦
門
庁
が
属
し
た
。
泉
州
は
元
代
に

　

は
海
外
貿
易
港
と
し
て
栄
え
た
が
、
明
代
に
な
る
と
海
岸
線
が
後
退
し
、

　

代
わ
っ
て
福
州
や
厦
門
が
台
頭
し
た
。

　

（6
）

同
安
県　

現
在
の
福
建
省
厦
門
市
同
安
区
。

　

（7
）

晋
江
県　

泉
州
三
邑
（
晋
江
、
南
安
、
恵
安
）
の
首
邑
と
呼
ば
れ
る
晋
江

　

は
、
古
来
よ
り
経
済
、
軍
事
、
文
化
な
ど
の
要
衝
で
あ
っ
た
。
南
は
海
を

　

挟
ん
で
金
門
島
に
面
し
て
い
る
。

　

（8

）

南
安
県　

泉
州
府
の
南
部
、
金
門
島
に
臨
み
、
東
は
晋
江
県
、
西
は
安
渓

　

県
、
北
は
永
春
県
に
隣
接
す
る
。



（9

）

恵
安
県　

泉
州
府
北
東
の
沿
海
の
県
。

（10

）
安
渓
県　

泉
州
府
の
西
部
、
東
は
南
安
県
、
北
は
永
春
県
に
接
す
る
。

（11
）
汀
州
府　

明
代
に
置
か
れ
た
。
福
建
布
政
使
の
管
轄
下
に
あ
り
、
長
汀
県

　

な
ど
八
県
が
属
し
た
。
現
在
の
福
建
省
長
汀
県
。

（12

）
漳
州
府　

明
代
に
置
か
れ
た
。
福
建
省
に
属
し
、
龍
渓
・
海
澄
・
南
靖
な

　

ど
七
県
が
属
し
た
。
漳
州
は
福
建
省
南
東
部
の
九
龍
江
下
流
域
に
あ
っ
て
、

　

古
く
か
ら
交
易
拠
点
と
し
て
栄
え
た
。

（13

）
龍
渓
県　

漳
州
府
の
中
心
地
。
南
朝
梁
代
に
置
か
れ
、
長
く
漳
州
府
の
治

　

所
で
あ
っ
た
。
現
在
の
福
建
省
漳
州
市
の
竜
海
市
（
龍
渓
県
・
海
澄
県
が

　

合
併
）
。

（14

）
生
理　

商
売
の
こ
と
。

（15

）
厦
門　

福
建
省
の
東
南
に
位
置
し
、
泉
州
府
に
属
す
る
。
金
門
島
の
対
岸
。

（16

）
聖
祖
仁
皇
帝　

清
朝
第
四
代
皇
帝
の
康
煕
帝
。
一
六
五
四
～
一
七
二
二
年
。

　

在
位
一
六
六
一
～
一
七
二
二
年
。
順
治
帝
の
第
三
子
。
名
前
は
玄
燁
。
康

　

煕
帝
は
台
湾
に
拠
る
明
の
遺
臣
鄭
氏
一
族
を
孤
立
さ
せ
る
た
め
、
康
煕

　

元
年
よ
り
海
上
で
の
交
易
、
捕
魚
を
禁
じ
た
。
海
禁
は
康
煕
二
十
三
年

　

（
一
六
八
四
）
に
解
か
れ
、
康
煕
帝
に
よ
る
浜
海
各
王
へ
の
遭
難
し
た
中
国

　

商
人
の
保
護
・
送
還
を
命
じ
る
旨
が
出
さ
れ
た
。
「
聖
祖
仁
皇
帝
の
諭
旨
」

　

は
そ
れ
を
さ
す
か
。
ま
た
康
煕
二
十
三
年
に
朝
鮮
が
中
国
難
民
を
護
送
し

　

て
き
た
際
、
賞
銀
を
与
え
る
と
と
も
に
「
嗣
後
、
外
国
よ
り
飄
失
せ
る
人

　

口
を
解
り
到
れ
る
者
有
れ
ば
、
均
し
く
此
に
照
ら
し
て
例
賞
し
、
其
の
彼

　

の
処
に
て
飄
失
せ
る
人
口
を
修
養
す
る
の
人
は
、
該
国
王
に
行
令
し
て
奨

　

賞
せ
し
め
よ
」
と
の
旨
を
出
し
て
い
る
（
『
（
光
緒
）
清
会
典
事
例
』
巻

五
一
三
）
。

（17

）
𠸄
船
二
隻　

イ
ギ
リ
ス
船
の
リ
リ
ー
号
、
コ
ン
テ
ス
ト
号
。

（18

）
海
澄
県　

漳
州
府
に
属
す
る
。
明
の
隆
慶
六
年
（
一
五
七
二
）
よ
り
、
一

　

定
の
管
理
下
に
餉
税
等
を
課
し
て
商
船
の
下
海
が
許
さ
れ
て
い
た
港
が
あ

　

る
（
張
燮
『
東
西
洋
考
』
巻
七
、
餉
税
考
）
。

（19

）
金
山　

ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
。
一
八
四
八
年
に
始
ま
っ
た
ゴ
ー

　

ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
で
は
ア
メ
リ
カ
国
内
だ
け
で
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
南
米
、

　

中
国
か
ら
も
多
く
の
移
民
や
労
働
者
が
押
し
寄
せ
た
。

（20

）
駐
箚　

地
に
留
ま
る
。
駐
在
。
こ
こ
で
は
厦
門
駐
在
の
イ
ギ
リ
ス
領
事

　

（
サ
リ
バ
ン
）
。〔
一
九
三―

一
〇
〕
「
蘇
」（
蘇
威
廉
）
参
照
。

（21

）
拿
獲　

罪
人
な
ど
を
捕
ら
え
る
こ
と
。

（22

）
査
拿　

調
べ
て
捕
ま
え
る
。

（23

）
附
従　

つ
き
し
た
が
う
こ
と
。

（24

）
擒
獲　

捕
ま
え
る
。

（25

）
鳥
鎗　

鳥
銃
と
も
。
火
縄
で
点
火
す
る
類
の
銃
の
総
称
。

（26

）
竄
躱　

隠
れ
、
身
を
隠
す
。

（27

）
拿
捕　

捕
ら
え
る
。
つ
か
ま
え
る
。

（28

）
羅
元
祐　

中
国
苦
力
た
ち
を
捕
ら
え
る
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
英
船
の
通

　

訳
。
福
建
海
澄
県
人
。

（29

）
奸
邪　

よ
こ
し
ま
。

（30

）
匪
徒　

悪
い
と
も
が
ら
。
わ
る
も
の
。

（31

）
𠸄
船　

ア
メ
リ
カ
船
サ
ラ
ト
ガ
号
。『
漢
文
外
国
一
件
書
類
』
で
は
「
𠸄

船
﹂
を
消
し
て
﹁
亜
美
利
駕
国
船
﹂
と
訂
正
さ
れ
て
お
り
、
欄
外
に
「
御

　

国
許
并
び
に
御
仮
屋
方
へ
は
朱
入
れ
の
通
り
」
と
あ
っ
て
、
薩
摩
へ
は

　

「
英
船
」
で
は
な
く
「
ア
メ
リ
カ
船
」
と
し
て
報
告
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

　

い
る
。

（3
2

）
伯
徳
令

𪡈
𪢝
呤
と
も
。
バ
ー
ナ
ー
ド
・
ジ
ャ
ン
・
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム

（Bernard Jean B
ettelhei

m

）
。
一
八
一
一
～
七
〇
年
。
イ
ギ
リ
ス
の
宣

教
師
で
医
師
。
一
八
四
六
～
五
四
年
、
英
海
軍
軍
人
琉
球
伝
道
会
の
宣
教

師
と
し
て
妻
子
と
と
も
に
来
琉
、
王
府
の
滞
在
拒
否
に
抗
し
て
上
陸
、
以

後
八
年
余
に
わ
た
っ
て
波
之
上
の
護
国
寺
に
滞
在
し
た
。

（33

）
苟
且　

か
り
そ
め
。
な
お
ざ
り
、
ま
に
あ
わ
せ
。

（34

）
査
辦　

調
査
し
て
処
理
す
る
。



（35

）
廖
来
言　

中
国
難
民
の
護
照
〔
一
九
四―

一
二
〕
で
は
「
廖
来
信
」
。

（36
）
劉
欽　

〔
一
九
四―

一
二
〕
で
は
「
劉
飲
」
。

（37
）
呉
壮　

〔
一
九
四―

一
二
〕
に
「
呉
壮
」
は
な
い
が
「
呉
北
」
は
あ
る
。

（38

）
林
王　

〔
一
九
二―

二
五
〕
〔
一
九
四―

〇
七
〕
〔
一
九
四―

一
二
〕
〔
一
九
六

　

―

二
八
〕
で
は
「
林
王
」
、
〔
一
九
五―

一
四
〕
〔
一
九
五―

一
五
〕
〔
一
九
六―

　

二
七
〕〔
一
九
六―

二
八
〕
で
は
「
林
玉
」
。

（39

）
考
査　

考
え
て
調
べ
る
こ
と
。
調
査
・
検
討
す
る
こ
と
。
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琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
泰
よ
り
、
咸
豊
二
年
の
進
貢
使
節
の
派
遣
に
当

た
り
、
関
係
当
局
へ
便
宜
供
与
要
請
の
た
め
、
都
通
事
鄭
思
恭
等
に
付

し
た
符
文
（
咸
豊
二
《
一
八
五
二
》
、
八
、
三
）

　

琉
球
国
中
山
王
世
子
尚
（
泰
）
、
進
貢
す
る
事
の
為
に
す
。

　

照
ら
し
得
た
る
に
、
敝
国
は
叨
く
も
天
朝
の
洪
恩
に
沐
し
、
会
典
に
遵
依

し
て
二
年
一
貢
し
、
欽
遵
し
て
案
に
在
り
。

　

茲
に
咸
豊
二
年
の
貢
期
に
当
た
れ
ば
、
特
に
耳
目
官
の
毛
種
美
・
正
議
大

夫
の
蔡
士
俊
・
都
通
事
の
鄭
思
恭
等
を
遣
わ
し
、
表
章
を
齎
捧
し
、
梢
役
共

に
一
百
九
十
九
員
名
を
率
領
し
、
海
船
二
隻
に
坐
駕
し
、
常
貢
の
煎
熟
硫
黄

一
万
二
千
六
百
觔
・
紅
銅
三
千
觔
・
煉
熟
白
剛
錫
一
千
觔
を
将
て
、
均
分
し

て
両
船
に
装
載
せ
し
め
、
一
船
の
礼
字
第
三
百
一
号
は
硫
黄
六
千
三
百
觔
・

紅
銅
一
千
五
百
觔
・
白
剛
錫
五
百
觔
を
装
運
し
、
一
船
の
礼
字
第
三
百
二
号

は
硫
黄
六
千
三
百
觔
・
紅
銅
一
千
五
百
觔
・
白
剛
錫
五
百
觔
を
載
運
し
、
前

み
て
福
建
等
処
承
宣
布
政
使
司
に
至
り
て
投
納
し
、
起
送
し
て
京
に
赴
き
叩

き
て
聖
禧
を
祝
ら
し
め
ん
と
す
。

　

又
、
特
に
王
舅
の
馬
克
承
・
正
議
大
夫
の
梁
必
達
・
都
通
事
の
阮
宣
詔
等

を
遣
わ
し
、
咨
文
を
齎
捧
し
、
跟
伴
共
に
三
十
三
員
名
を
率
領
し
、
二
号
貢

船
に
搭
駕
し
、
前
み
て
福
建
に
詣
り
て
布
政
使
司
に
陳
請
せ
し
め
、
撫 督
両
院

に
転
詳
し
て
聖
諭
を
奏
請
せ
し
め
ん
と
す
。

　

所
有
の
差
去
せ
る
員
役
は
、
文
憑
無
け
れ
ば
以
て
各
処
の
官
軍
の
阻
留
し

て
便
な
ら
ざ
る
を
致
す
を
恐
る
。
合
行
し
く
符
文
を
給
発
す
べ
し
。
今
、
王

府
の
礼
字
第
三
百
号
半
印
勘
合
の
符
文
一
道
を
給
し
て
都
通
事
の
鄭
思
恭
等

に
付
し
、
収
執
し
て
前
去
せ
し
む
。
如
し
経
過
の
関
津
及
び
沿
海
の
巡
哨
官

軍
の
験
実
に
遇
え
ば
、
即
便
に
放
行
し
、
留
難
し
て
遅
悞
す
る
を
得
る
毋
か

ら
し
め
よ
。

須
ら
く
符
文
に
至
る
べ
き
者
な
り
。

計
開
す
。

請
諭正

使
王
舅
一
員　
　
　
　

馬
克
承　

人
伴
一
十
三
名

副
使
正
議
大
夫
一
員　
　

梁
必
達　

人
伴
一
十
二
名

都
通
事
一
員　

　
　

阮
宣
詔　

人
伴
五
名

進
貢正

使
耳
目
官
一
員　
　
　

毛
種
美　

人
伴
一
十
二
名

副
使
正
議
大
夫
一
員　
　

蔡
士
俊　

人
伴
一
十
二
名

朝
京
都
通
事
一
員　
　
　

鄭
思
恭　

人
伴
七
名


